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お
尋
ね
の
「
Ｆ
Ｍ
Ｓ
に
よ
る
高
額
な
装
備
品
の
調
達
を
抑
え
、
無
人
機
関
連
に
さ
ら
な
る
予
算
を
投
じ
る
べ
き
」
の
趣
旨
が

明
ら
か
で
は
な
く
、
ま
た
、
御
指
摘
の
「
無
人
機
関
連
予
算
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
仮
に

「
防
衛
力
整
備
計
画
」
（
令
和
四
年
十
二
月
十
六
日
閣
議
決
定
）
の
「
無
人
ア
セ
ッ
ト
防
衛
能
力
」
に
係
る
予
算
を
指
す
の
で

あ
れ
ば
、
令
和
五
年
三
月
十
七
日
の
衆
議
院
外
務
委
員
会
に
お
い
て
、
小
野
田
防
衛
大
臣
政
務
官
（
当
時
）
が
「
無
人
ア
セ
ッ

ト
を
駆
使
し
た
新
た
な
戦
い
方
へ
の
対
応
と
い
う
の
は
急
務
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
防
衛
省
・
自
衛
隊
と
し
て
、

無
人
ア
セ
ッ
ト
防
衛
能
力
を
強
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
隊
員
に
対
す
る
危
険
や
負
担
を
局
限
し
つ
つ
、
万
一
抑
止
が
破
ら
れ
た

場
合
に
、
空
中
、
水
上
、
海
中
等
に
お
け
る
非
対
称
な
優
勢
の
確
保
に
資
す
る
能
力
を
獲
得
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
こ
の
観
点
か
ら
、
今
後
五
年
間
で
計
約
一
兆
円
の
経
費
を
計
上
し
、
陸
海
空
自
衛
隊
に
お
い
て
、
情
報
収
集
、
警
戒
監

視
、
攻
撃
と
い
っ
た
様
々
な
任
務
に
効
果
的
に
活
用
し
得
る
各
種
無
人
ア
セ
ッ
ト
を
早
期
に
整
備
し
、
二
〇
二
七
年
度
ま
で
に

無
人
ア
セ
ッ
ト
の
実
践
的
な
運
用
能
力
を
強
化
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
」
と
述
べ
て
い
る
と
お
り
、
政
府
と
し
て
は
、

こ
れ
に
必
要
な
予
算
を
計
上
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。 


